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　TCO削減を実現するITインフラの全体最適化

において、最も有効な技術の1つである仮想化。

その導入が本格化する一方で、お客様が抱く課

題について、CSK-ITマネジメント技術支援課の

課長、白川氏はこう語ります。「お客様の間で、

仮想化技術に対する期待は非常に大きなもの

があります。その反面、仮想化環境で本当に業

務アプリケーションが動くのか、性能はでるの

か、仮想環境上のシステム同士が影響し合わな

いのかなど信頼性や性能面での不安の声が多

いのも事実です」。

　CSK-ITマネジメントは、CSKグループにおい

て、インフラと運用サービスに特化した企業で

す。これまでCSKグループ

として40年間にわたり

培ってきた品質マネジメ

ントシステムと運用の技

術・ノウハウを駆使し、お

客様の安定した事業運営

に貢献しています。

　同社が現在、重点を置

いているテーマが、「安定したITサービスの証

明」と「進化し続けるITサービスの実現」です。

「世界不況が続く中、お客様ではコスト削減の

必要性がますます高まっています。また、事業

環境の変化に対する柔軟性や迅速性の向上、運

用管理の負荷軽減も急務な課題となっていま

す。こうしたお客様のご要望にお応えするべ

く、当社のデータセンターに予め用意したリ

ソースプールより、お客様の必要に応じてリ

ソースを割り当て、運用サービスを付加し、従

量課金制で提供する事業の強化を図っており

ます。その基盤となるのが、『シェアード型仮想

化ホスティングサービス』です」（白川氏）。

　変化の時代におけるIT投資の有効な選択肢

の1つ、「シェアード型仮想化ホスティングサー

ビス」の技術的バックボーンは仮想化と自動化

です。コストパフォーマンス（品質/コスト比）

が高く、常に新しい技術を取り入れ進化してい

くインフラ基盤の提供に加え、長年、CSKグルー

プが培ってきた運用ノウハウをプラスする点

が大きな特長となります。

　サービスを利用する

企業は、必要なときに必

要なリソースの増強が

柔軟かつ迅速に受けら

れ、発注から納品・構築

における調達リードタ

イムの短縮化や接続互

換性などの検証工数の

削減が実現されます。さらに複数社で共有する

シェアード型サービスの実現によりコストパ

フォーマンスを一層高めることができます。

　サービス立ち上げにあたり、インフラには、

富士通のブレードサーバ「PRIMERGY」と仮想化

ソフトウェア「VMware」を採用。ストレージシス

テムには、先行提供していた共有ストレージ

サービスで導入済みの「ETERNUS」を採用してい

ます。

　同社が「シェアード型仮想化サービス」の事

業化にむけて、まず重視したのは「安定したIT

サービスであることを証明できる、検証データ

をもつことです。これにより、お客様が抱かれ

ている疑問や不安に対して具体的にご説明す

ることが可能になります」（白川氏）。そこで、同

社は富士通の仮想化ソリューションセンター

で実機検証を実施することにしました。

　同社の仮想化ソリュー

ションセンターでの検証

は今回で2回目となりま

す。「前回は『VMware』や

『ETERNUS』の機能検証が中

心でしたが、今回は事業化

に踏み切るための技術的

証明を目的としました。検

証項目を20項目に絞り込み、お客様から求めら

れる要件という目線で検証を実施。ポイントは

大きく分類すると、仮想OSごとの機密性、独立

性、可用性、性能、運用性の5つです」と、技術支

援課副主査の藤田氏は目的を説明します。

　機密性ではシェアリングによる他社データの

参照防止とその証明を中心に、操作履歴のト

レースや認証機能、さらにロギングの確認を検

証ポイントに。

　独立性では1社のシステム障害が他社のシス

テムに及ぼす影響について、可用性では仮想化

インフラの高可用性機能やバックアップ＆リ

ストアについて、性能では物理環境との比較

や、アプリケーションの動作、仮想化機能の組

み合わせ、性能の平準化などの検証を実施しま

した。「予想では一番メリットを感じていた運

用方式が、ツール検証の結果、別の方式の方が

現実的であることが分かったものもあり、今回

の検証を通して具体的に得られたノウハウや

定量的結果は、お客様に対し的確な提案を行う

ための根拠にもなります」と検証を実施した

技術支援課の徳丸氏はその意義を語ります。

　「検証項目のなかでも、サービスをスタート

する上で最も重視したのが運用性です。

『VMware』の管理ツール『VI Toolkit』やシステ

ムリソースの動的割り当てを可能にする『DRS 

（VMware Distributed Resource Scheduler）』、

サーバの負荷の平準化を可能にする『VMotion』

などのツールを使ってどこまで自動化できる

のかを検証しました。運用の自動化は運用コス

トの削減につながり、人手を介さないことで、

オペレーションミスの回避やセキュリティ面

でのメリットもあります。検証の結果、将来の

自動化の方向性を確認できたことも大きな成

果でした」（徳丸氏）。

　同社データセンターの運用側でも、今回の検

証結果には大きな関心をもっていました。「自

動化によりどのくらい運用の工数が軽減でき

るのか。サービスレベル

を維持しつつ、限りある

センターのリソースやス

ペースをいかに効率よく

活用できるのか。グリー

ンITの面からも注目して

いました」と、データセン

ターサービス部の主査、

大畠氏は語ります。

　「サービスとしてお客様にご提供するための

根拠はすべて集まりました。サービスのベース

となるインフラ設計はも

とより、導入サービスで

何をすべきかも明確にな

りました。また今後、サー

ビス強化のために改善し

ていきたいテーマも見え

てきており、継続して仮

想化ソリューションセン

ターで検証を進めていく予定です。検証セン

ターと技術支援が充実している富士通は大切

なビジネスパートナーであり、今後も緊密な関

係を大切にしていきたいと思っています」（白

川氏）。

　仮想化ソリューションセンターでストレージ

と「VMware」に関する検証を行った技術支援課

の西森氏は次のように仮想化ソリューションセ

ンターの技術サポート力を高く評価します。「使

用する機械と同等のスペックのものを実際に

使って検証を行いましたが、ツールの操作の仕

方や機器固有のBIOSなどの不明点に対して、セ

ンターの技術者がその場ですぐに答えてくだ

さり、非常に助かりました。また、こちらのやり

たいことを理解した上で、解決方法などの相談

にも応じていただき、とても感謝しています」。

　今回の検証結果は技術仕様書としてまとめ

られ、同サービスのインフラデザインの基礎と

して活用されます。CSKグループが進めるサー

ビス提供型ビジネスの今後の展開について白

川氏は「今回の『シェアード型仮想化ホスティ

ングサービス』を基盤に、当社のみならず、CSK

グループ各社がもつ多くのビジネスサービス

との連携を行い、お客様の多様なニーズに的確

かつ、より高い次元でお応えし、お客様の事業

成長に貢献したい」と、将来へのビジネスの広

がりを見据えています。

「安定したITサービスの証明」が
最大のポイント

「コスト削減」「事業環境変化への柔軟な対応」　高まるニーズに応える
「シェアード型仮想化ホスティングサービス」実現にむけたポイントを検証
富士通の「仮想化ソリューションセンター」による検証と技術支援でサービス化の技術的証明を取得

 設          立
2004 年 4 月 1 日
資  本  金
30 億円（株式会社 CSK ホールディングス 100% 出資）
事業内容
コンサルティング /IT インフラ設計・構築 /IT アウトソーシ
ング /システム運用 /ハードウェア保守 /データ管理・分析

URL http://www.csk.com/itm/index.html

会社
概要

コスト削減のニーズに応える
「シェアード型仮想化ホスティングサービス」

センターの技術サポート力を高く評価

株式会社CSK-ITマネジメント

仮想化システムの導入が本格化する中、仮想化技術を使ったサービスも次々と登場しています。株式会社 CSK-IT マネジメント
（以下、CSK-IT マネジメント）では、2004 年より、お客様ごとの要件に合わせたユーティリティ・コンピューティング・サー
ビスを提供しており、昨今、ますます高まるコスト削減や事業環境の変化への迅速かつ柔軟な対応などのニーズに応えるべく、
仮想化技術を活用した「シェアード型仮想化ホスティングサービス」の立ち上げを進めています。サービス化に踏み切る上で、
仮想 OS ごとの機密性、運用性、可用性、独立性、性能の各ポイントについてサービスの安定性を証明するために、富士通の仮
想化ソリューションセンターで実機検証を行いました。

仮想化ソリューションセンター検証事例

仮想化ソリューションセンター検証事例

株式会社CSK-ITマネジメント 様

●シェアード型仮想化ホスティングサービス 概念図

製品情報・お問い合わせは

http://segroup.fujitsu.com/infrastructure/virtual/

富士通株式会社　仮想化ソリューションセンター
〒105-6125　東京都港区浜松町 2-4-1  世界貿易センタービル

業　　　　種 :  情報産業・通信

ハードウェア : ブレードサーバ PRIMERGY、ストレージシステム ETERNUS

ソフトウェア : 仮想化ソフトウェア VMware

導入事例概要

① 仮想 OS ごとの機密性に関して明確に証明したい。

② 仮想化環境に移行した場合の性能や障害時の影響を

　 明確にしたい。

③ 運用の自動化がどこまで図れるのかを見極めたい。

① シェアリングによる他社データの参照防止とその証明の実施。また操作履歴の

　 トレースや認証機能、さらにロギングの確認などをポイントに検証。

② 物理環境との性能比較や、重要な検証パターンを20項目に絞り込み、1 社のシ

　 ステム 障害が及ぼす影響度、高可用性やバックアップ &リストア機能などを、

　 お客様の運用目線で検証。

③ 「VI Toolkit」や「DRS（VMware Distributed Resource Scheduler）」などを実際

　 に使って運用の自動化をさまざまな観点から検証。サービス強化・拡充にむけ

　 た、現時点での機能レベルや将来の方向性を確認。
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という目線で検証
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リソースプールよりお客様の必要に応じたリソースを割り当て
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証結果には大きな関心をもっていました。「自

動化によりどのくらい運用の工数が軽減でき

るのか。サービスレベル

を維持しつつ、限りある

センターのリソースやス

ペースをいかに効率よく

活用できるのか。グリー

ンITの面からも注目して

いました」と、データセン

ターサービス部の主査、

大畠氏は語ります。

　「サービスとしてお客様にご提供するための

根拠はすべて集まりました。サービスのベース

となるインフラ設計はも

とより、導入サービスで

何をすべきかも明確にな

りました。また今後、サー

ビス強化のために改善し

ていきたいテーマも見え

てきており、継続して仮

想化ソリューションセン

ターで検証を進めていく予定です。検証セン

ターと技術支援が充実している富士通は大切

なビジネスパートナーであり、今後も緊密な関

係を大切にしていきたいと思っています」（白

川氏）。

　仮想化ソリューションセンターでストレージ

と「VMware」に関する検証を行った技術支援課

の西森氏は次のように仮想化ソリューションセ

ンターの技術サポート力を高く評価します。「使

用する機械と同等のスペックのものを実際に

使って検証を行いましたが、ツールの操作の仕

方や機器固有のBIOSなどの不明点に対して、セ

ンターの技術者がその場ですぐに答えてくだ

さり、非常に助かりました。また、こちらのやり

たいことを理解した上で、解決方法などの相談

にも応じていただき、とても感謝しています」。

　今回の検証結果は技術仕様書としてまとめ

られ、同サービスのインフラデザインの基礎と

して活用されます。CSKグループが進めるサー

ビス提供型ビジネスの今後の展開について白

川氏は「今回の『シェアード型仮想化ホスティ

ングサービス』を基盤に、当社のみならず、CSK

グループ各社がもつ多くのビジネスサービス

との連携を行い、お客様の多様なニーズに的確

かつ、より高い次元でお応えし、お客様の事業

成長に貢献したい」と、将来へのビジネスの広

がりを見据えています。

「安定したITサービスの証明」が
最大のポイント

「コスト削減」「事業環境変化への柔軟な対応」　高まるニーズに応える
「シェアード型仮想化ホスティングサービス」実現にむけたポイントを検証
富士通の「仮想化ソリューションセンター」による検証と技術支援でサービス化の技術的証明を取得

 設          立
2004 年 4 月 1 日
資  本  金
30 億円（株式会社 CSK ホールディングス 100% 出資）
事業内容
コンサルティング /IT インフラ設計・構築 /IT アウトソーシ
ング /システム運用 /ハードウェア保守 /データ管理・分析

URL http://www.csk.com/itm/index.html

会社
概要

コスト削減のニーズに応える
「シェアード型仮想化ホスティングサービス」

センターの技術サポート力を高く評価

株式会社CSK-ITマネジメント

仮想化システムの導入が本格化する中、仮想化技術を使ったサービスも次々と登場しています。株式会社 CSK-IT マネジメント
（以下、CSK-IT マネジメント）では、2004 年より、お客様ごとの要件に合わせたユーティリティ・コンピューティング・サー
ビスを提供しており、昨今、ますます高まるコスト削減や事業環境の変化への迅速かつ柔軟な対応などのニーズに応えるべく、
仮想化技術を活用した「シェアード型仮想化ホスティングサービス」の立ち上げを進めています。サービス化に踏み切る上で、
仮想 OS ごとの機密性、運用性、可用性、独立性、性能の各ポイントについてサービスの安定性を証明するために、富士通の仮
想化ソリューションセンターで実機検証を行いました。

仮想化ソリューションセンター検証事例

仮想化ソリューションセンター検証事例

株式会社CSK-ITマネジメント 様

●シェアード型仮想化ホスティングサービス 概念図

製品情報・お問い合わせは

http://segroup.fujitsu.com/infrastructure/virtual/

富士通株式会社　仮想化ソリューションセンター
〒105-6125　東京都港区浜松町 2-4-1  世界貿易センタービル

業　　　　種 :  情報産業・通信

ハードウェア : ブレードサーバ PRIMERGY、ストレージシステム ETERNUS

ソフトウェア : 仮想化ソフトウェア VMware

導入事例概要

① 仮想 OS ごとの機密性に関して明確に証明したい。

② 仮想化環境に移行した場合の性能や障害時の影響を

　 明確にしたい。

③ 運用の自動化がどこまで図れるのかを見極めたい。

① シェアリングによる他社データの参照防止とその証明の実施。また操作履歴の

　 トレースや認証機能、さらにロギングの確認などをポイントに検証。

② 物理環境との性能比較や、重要な検証パターンを20項目に絞り込み、1 社のシ

　 ステム 障害が及ぼす影響度、高可用性やバックアップ &リストア機能などを、

　 お客様の運用目線で検証。

③ 「VI Toolkit」や「DRS（VMware Distributed Resource Scheduler）」などを実際

　 に使って運用の自動化をさまざまな観点から検証。サービス強化・拡充にむけ

　 た、現時点での機能レベルや将来の方向性を確認。

課　題 効　果

東日本グループ　技術支援課
課長　白川  正人  氏

東日本グループ　技術支援課
副主査　藤田  信義  氏

東日本グループ　技術支援課
主務　徳丸   雄三  氏

東日本グループ　データセン
ターサービス部　千葉eDC
主査　大畠  正行  氏

東日本グループ　技術支援課
西森  洋平  氏

お客様から求められる要件
という目線で検証

CSK-ITマネジメントのデータセンターに予め用意した
リソースプールよりお客様の必要に応じたリソースを割り当て

【お客様】 【CSK-ITマネジメント】

依頼/申請

共有インフラ
サービス状況

タイムリーにWebポータルより
運用･課金状況をモニタリング

運用状況

課金状況

シェアード型仮想化ホスティングサービス

基本運用サービス

ITサービス
管理基盤

監視基盤

バックアップ 障害対応

ブレードサーバ
PRIMERGY

共有仮想化
サーバ基盤

ストレージシステム
ETERNUS

共有ストレージ基盤

データセンターファシリティ/ネットワーク

書
様
仕
術
技

ご利用分を
お支払い

必要分リソース
をご提供
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検証の内容

評価と展望

背　景

経　緯


